
　日本能率協会（JMA）は、日本企業が直面する経営課題の
解決に向け、「KAIKA経営」という経営思想を提言しています。
「KAIKA経営」は、右図に示すように「個人の成長、組織の
活性化、組織の社会性を実現し、人、企業、社会が同時に
成長していく経営」を目指すもので、「KAIKA」は開花・
開化を語源とする造語です。このKAIKA経営が日本企業に
広まることで、働く人と組織が活性化し、イノベーションの
創造や社会価値の向上を目指します。

　KAIKAカンファレンス2019は、「KAIKA経営」の思想にもとづく企業の人事・人材開発に携わる方々のための学びの
場です。ますます複雑化・多様化する事業環境の中で、人事領域への問題提起と課題解決に向けた視点や考察を
提供します。

　働く場、働く人、組織のあり方など、多様化し続ける中で、企業の人事・人材開発に携わる方々の役割はさらに大き
なものになっています。KAIKAカンファレンス2019は個人と組織の成長を通じ、経営と事業をリードしようとする
皆さんの学びの場です。
　KAIKAカンファレンス2019は、このメインテーマのもと、①経営と人事、②未来洞察、③人と組織の理解、④人事革新の
４つの視点でセッションを構成しています。

①これからの社会メガトレンドを踏まえたテーマ設定 
②「KAIKA経営」の視点につながるセッション構成 
③事例・情報収集にとどまらない、HRパーソンの深い学習の場

とは

日本企業の経営革新 × KAIKA

[KAIKA経営モデル]

KAIKAカンファレンス2019 開催にあたって

KAIKA
経営

自律的な個が連携する

多様性を
取り込み、
進化する

ミッションや
ビジョンが
組織の中で
一貫している

信頼し、
部門を
越えて
協働する

新しい
アイデアを
試み、
学習する

成長と
貢献が
実感できる

社会に対して
能動的に
働きかける

社会の多様性を
尊重する

社会への
密度を高める

自分なりの
目標感を持つ

自律的に
考え、行動する

社会と
繋がって
いることを
実感する

『人事維新 ～人事が人と組織を
　　　　　 通じて経営と事業をリードする！～』 

KAIKAカンファレンス2019メインテーマ 

KAIKAカンファレンス2019 の特長

組織の活性化

組織の社会性

個人の成長

　日本能率協会（JMA）は、1982年開催の「能力開発総合大会／ HRD JAPAN」から、2014年度に新ブランドとしてスタートした
「KAIKAカンファレンス」を通じ、企業の人事・人材開発に携わる方々の相互研鑚の場を、35年以上つくり続けています。 

『人事維新 ～人事が人と組織を
通じて経営と事業をリードする！～』 

お申込・詳細はこちらから ⇒

https://kaika-conf.hrd-jma.com/
KAIKAカンファレンス2019 検索

 （ 東京・港区・赤坂 ）

会期 2019年 2月21日（木） ・ 22日（金）
会場 赤坂インターシティコンファレンス



主 査
メンバー

首都大学東京大学院 
味の素株式会社
アステラス製薬株式会社
AGC株式会社
花王株式会社
サイボウズ株式会社
サントリーホールディングス株式会社
全日本空輸株式会社
ソニー株式会社
ソフトバンク株式会社
東京急行電鉄株式会社
日本たばこ産業株式会社
日本通運株式会社
野村證券株式会社
東日本旅客鉄道株式会社
株式会社日立製作所
本田技研工業株式会社
楽天株式会社

社会科学研究科 経営学専攻 准教授

グローバル人事部 シニアマネージャー
人事部 部長
人事部 人財開発企画担当部長
人財開発部門 智創部長
執行役員 事業支援本部長
ヒューマンリソース本部 キャリア開発部 部長
人財戦略室 人事部 リーダー
人事１部 統括部長
人事本部 採用・人材開発統括部 人材開発部 部長
人材戦略室 人事開発部 ダイバーシティ・キャリア開発課 課長代理
人事部 次長
総務・労務部専任部長 兼 ダイバーシティ推進室長
人材開発部 エグゼクティブリーダー
人事部 人材育成支援グループ
人財統括本部 グローバル人財開発部 担当部長
四輪事業本部 営業人材開発部 主幹
グローバル人事部 ヴァイスジェネラルマネージャ

西村　孝史
眞保　由彦
松永　輝真
浅井　　昌
薄井　　光
中根　弓佳
小北　拓己
髙野　弘樹
北島　久嗣
杉原　倫子
佐藤　敬久
今里　俊一
横田　　修
伊藤　千夏
蔵部　裕介
大澤　　清
佐藤　央男
黒田　真二

KAIKAカンファレンスでは、人事のスペシャリストの方々にご協力いただき、「人事の現場で起きている課題」や
「人事パーソンとして何を学ぶべきか」について様々な意見を伺いながら企画をしています。

各セッションにはコーディネータがつき、皆様の学びをサポートします。

敬称略・氏名50音順コーディネータ

敬称略・法人名50音順2019 KAIKAの会 参画メンバー一覧

ピッチ企画

1 2

通常申込
2019年2月1日（金）～

105,000円/1名

55,000円/1名

29,000円/1名

125,000円/1名

65,000円/1名

39,000円/1名

会　員　外

参加者区分 参加区分 早期申込
2019年1月31日（木）まで

全日程

1日

半日

全日程

1日

半日

85,000円/1名

45,000円/1名

25,000円/1名

105,000円/1名

55,000円/1名

29,000円/1名

一般社団法人
日本能率協会
法人会員

（消費税抜）※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。参加料

●参加区分について
①全期間参加
会期２日間の各日午前・午後から２セッションずつ（合計８セッション）選択いただけます。
※同日の同じ時間帯のセッションを２つ以上選択することはできません。 

②１日単位参加
いずれか1日の中で午前・午後から２セッションずつ（合計４セッション）選択いただけます。
※同日の同じ時間帯のセッションを２つ以上選択すること、および別日程からセッション
を選択することはできません。 

③半日単位参加
いずれか1日の午前または午後のセッション（合計２セッション）を選択いただけます。
※同日の同じ時間帯のセッションを２つ以上選択することはできません。
※別日程からセッションを選択することはできません。 

●参加料には、参加されるセッションの資料代(テキスト等)が含まれます。 (発表者の
都合で講演資料は印刷物としてお渡しできないセッションもございます。)
●法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください。
https://www.jma.or.jp/membership/

KAIKAカンファレンス2019 お申込みについて

プログラム内容に関する問い合わせ先（企画担当）
KAIKAカンファレンス 事務局（一般社団法人日本能率協会 経営・人材革新センター内）
TEL：03（3434）1955（直通）
メール：kaikac@jma.or.jp

Webサイトからお申込みください

JMA KAIKAカンファレンス
JMA 21457

または

で検索セミナーID（半角数字）

スマートフォン
タブレットから

JMAマネジメントスクール　TEL：03（3434）6271
電話受付時間　月～金曜日 9:00～17:00　ただし祝日を除く

申込に関する問い合わせ先（残席、参加証・請求書に関する内容）

パソコン（各種検索サイト）からダイレクトで

もしくは、https://kaika-conf.hrd-jma.com/
※貴社の情報セキュリティ方針等でwebからのお申込みが難しい方は
　JMAマネジメントスクールまでお電話にてお問い合わせください。
　　　　　　　　　  TEL：03（3434）6271

キャンセル規定
参加者のご都合が悪い場合は、代理の方がご出席ください。代理の方もご都合がつかない
場合は、下記の規定によりキャンセル料を申し受けますので予めご了承ください。
　開催7日前(開催初日を含まず起算) ～前々日･･･参加料の30％　
　開催前日および当日･･･････････････････････････参加料全額

万一キャンセルの場合は必ず（ファックスでご連絡ください。）

赤坂インターシティコンファレンス会場案内

所在地 ｜ 107-0052 東京都港区赤坂1-8-1赤坂インターシティAIR 3F・4F
最寄駅 ｜ 東京メトロ　銀座線・南北線「溜池山王駅」直結

千代田線・丸ノ内線「国会議事堂前駅」直結 

KAIKA Awards 2018
表彰式・シンポジウムのご案内

「人・組織から、会社を変える。社会を変える。」

日程：2019年 2月 20日（水）
会場：赤坂インターシティコンファレンス 4階「the AIR」

・受賞組織発表＆表彰式  
・審査委員長講評  
・トークセッション
「平成を振り返って～個人と組織の関係、経営マネジメントの変遷と今後の展望」
・大賞事例発表＆委員解説

KAIKA Awards

KAIKA Awards 2018 表彰式　　　【時間】10:00～ 12:30　【参加】無料
・セッション①　「共感を呼ぶマネジメント ～企業理念の伝承と浸透」
・セッション②　「個の力が活きる組織とは？ ～個と組織の新たな関係～」

KAIKA Awards 2018 表彰式併設シンポジウム【時間】14:00～ 17:15　【参加】有料

■プログラムの詳細・参加お申し込みはこちら

法政大学大学院
中央大学
日本板硝子株式会社
南山大学
学習院大学
青山学院大学
株式会社グローバルダイナミクス

政策創造研究科 教授
総合政策部 教授
上席執行役員 HRディレクターオペレーション
教授
副学長 経済学部 経営学科 教授
経営学部 教授
代表取締役社長

石山　恒貴
佐々木隆文
中島　　豊
中村　和彦
守島　基博
山下　　勝
山中　俊之

他

　日本では、HR Tech、すなわち人財（ヒューマンリソース）分野へのテクノ
ロジーの適用が米国と比較して数年の遅れを取っていると言われています。
　しかし、センサー技術やAI・機械学習などの進展によって、人事・採用に
おけるデータドリブンなアプローチが一層進み、HRシステムアナリストやHRデータサイエンティストの活躍の場が広がる
とともに、人事のあり方を変え、「働く」を変える様々なソリューションが生まれています。今回のピッチイベントでは、
既存の人事のあり方を変え、「働く」を変えようとしているスタートアップ企業やベンチャー企業など数社から、その志と
アイデアを発表いただき、審査員＆聴衆参加形式のコンテストを行いコンテスト結果の発表も行います。

KAIKA HR Tech ピッチ

2019年 2月22日（金）　16：00～18：15
～人事を変え、働くを変えよう～

KAIKAカンファレンス会場内での特別企画！

① 採用を変えよう！　   ２～３社
② 定着を変えよう！　  ２～３社
③ 生産性を変えよう！　１～２社
④ 「働く」を変えよう！　１～２社

＜４つの革新テーマ！＞
●アデコ株式会社 取締役 ピープルバリュー本部 本部長　土屋 恵子氏
●株式会社リクルートストラテジックパートナーズ　内藤 崇司 氏
●国内製造メーカー 人事担当部長　１社
●国内サービス企業 人事担当部長　１社
●HR分野ベンチャーキャピタル　投資担当

＜審査員 5名（予定）＞

お申込みは、KAIKAカンファレンス2019ホームページ
右上の「ピッチ申込み」をクリックください。

※「ピッチ」とは、新しいソリューションを生み出す際におこなわれる「新しいアイデアの提案」を意味します。
シリコンバレーなどのスタートアップが、斬新なアイデアで投資家に投資を得る場から生まれた言葉です。
近年では、「新しいアイデア・プラン」をもつ起業家が、連続的に短い時間で要点を提案するイベントの総称として「ピッチ」という
言葉が使われるようになりました。

ピッチとは？



KAIKAカンファレンス2019 プログラム一覧 ※最新情報はwebをご覧ください。

２月21日（木） ２月22日（金）

（敬称略）

11：10

～

12：40

10：55

～

9：20

「日本一働きたい会社」として社外か
らも評価が高いLIFULL。従業員個人の
モチベーション向上と企業としての
ベクトルを合わせるため「自由をビ
ジョンで束ねる」という考えのもと、
組織開発を行っています。従業員と組
織のエンゲージメントを高めるため、
企業や人事が持つべき視点について
考察します。

お掃除ロボット「ルンバ」の“一家に一
台普及戦略”を掲げるアイロボット
ジャパン。働き方や生活が変わってい
く中での人とロボットとの在り方、グ
ローバル企業ならではの仕事の楽しみ
方や社内コミュニケーションについて
経営視点で考察します。

企業での働き方改革や健康経営の取り
組みが進む中、幸せな働き方を模索する
取り組みが進んでいます。職場を離れた
家庭や趣味、余暇などの充実が仕事のパ
フォーマンスに大きく影響を与えると
いう研究成果が出されています。
ここでは、幸福学と経営学とを融合させ
た「幸福経営学」の考え方や社員と社会
を幸せにする経営の実例を紹介します。

高齢化による人口減少、環境問題、急速
な技術革新、そしてアジア市場の急拡
大などのトレンドの中から、日本企業
が現在、またはこれから直面する課題
について洞察します。
また、人事パーソンが経営のビジネス
パートナーとなるためにこれからの課
題にどう向き合い、経営や組織・社員に
対してどのような視点を持って行動し
ていくべきかを考えていきます。

これからの社会環境、
ビジネス環境の
展望と日本企業の課題

LIFULLから学ぶ
～理念経営で人と組織の
   エンゲージメントを
   高めるために～

人とロボットが
共に働く時代

～アイロボットの
企業カルチャー～

社員が『幸福』を
　　感じる経営とは？

「心」は個人と組織の
パフォーマンスに
どう影響するのか？
～ポジティブ心理学から
　考えるこれからの組織～

HR Tech時代 人事の
デジタルリテラシーを
どう高めていくか？

多様な価値観を活かし、
未来に向けてのイノベー
ションを生み出す人・組織
マネジメントの実践

多様性を活かし事業
戦力化するこれからの
「特例子会社」戦略

「創造と挑戦」の人事
～これからの人事が
　求めるもの・これからの
　人事に求められること～

グローバルITカンパニー
Infosysが実践する
戦略人事

組織開発の中でエンゲージメントや
パーパス（企業の存在意義）が重視され
る中で実践理論として注目される「ポ
ジティブ心理学」について先進事例も
交え理論と効果を考察します。

データアナリティクス、AIといったテ
クノロジーの進化により、今まで出来
なかったことが出来るような時代を迎
えています。こうした技術の優位性を
最大限活かし、これからEmployee 
Experienceを高める取組みをどのよ
うに進めるべきかを考察します。

未来に向けたイノベーションを生み出
すプロセスを、組織内でいかに形作っ
ていくか。このためには、メンバーの成
長に向けて、個々の可能性をいかに引
き出し、サポートしていくかがポイン
トとなります。そのための施策はなに
か、グローバルカンパニーでの実践事
例を通じて、人と組織のマネジメント
の観点からイノベーションの可能性を
探ります。

ダイバーシティ＆インクルージョン
は、形式的な取組みではなく組織力の
向上や事業・利益創造の経営戦略とし
て捉えられ始めています。先進的な取
組みを進める楽天グループの特例子会
社「楽天ソシオビジネス株式会社」の経
営から、本質的に求められるダイバー
シティのあり方を考察します。

グローバル消費財メーカーやインド大
手通信企業で人事リーダーとしての
キャリアを積み重ね、2015年より現
職。「人事の原則は、ビジネスを理解し、
そのビジネスにどうやって価値を付加
できるかだ」という考えのもと、イン
フォシスが、経営環境やスキル要件の
変化が激しい中で、どのように優秀人
材を確保し、そのパフォーマンスを引
出し続けているのか、具体的事例をも
とにご紹介します。

他社に先んじて通年採用を開始する
等、厳しい時代にも先進的な人事施策
を進めてきたソニーの劇的な復活劇の
裏にある人事の取組みに人事のあり方
を学びます。

B1 C1 D1 E1 F1未来洞察【特別講演】セッションテーマのポイント 経営と人事 未来洞察【経営者講演】 人事革新（グローバル） 人と組織の理解

A2 B2 C2 経営と人事D2 E2 F2人と組織の理解 未来洞察 経営と人事 人事革新（グローバル） 人事革新

株式会社LIFULL
執行役員

Chief People Officer

羽田 幸広

東京大学
名誉教授 ／
学習院大学

国際社会科学部 教授

伊藤 元重

アイロボット
ジャパン合同会社
代表執行役員社長

挽野　 元

慶應義塾大学大学院
システムデザイン・
マネジメント研究科

教授

前野 隆司

アデコ株式会社
取締役

ピープルバリュー本部
本部長

土屋 恵子

千葉大学大学院
教授

小林 正弥

日本アイ・ビー・エム株式会社
グローバル・ビジネス
サービス事業本部

コグニティブ・プロセス・
リエンジニアリング事業部

組織・人財変革コンサルティング
パートナー 

石田 秀樹

楽天ソシオビジネス株式会社
取締役副社長

川島　 薫

ソニー株式会社
人事1部 統括部長
北島 久嗣

これまでに食品・医薬品など事業の多
角化を進めるとともに海外事業の強化
に取り組んできた日本たばこ産業。幅
広いグローバル展開を通じて、変化を
先取りし、スピード感をもった組織変
革の必要性を実感し、その取り組みを
進めてきました。活躍するグローバル
人材の育成とその組織づくりについて
考察します。

変化に強い組織づくり
にむけ、必要となる人事
の視点と役割

日本たばこ産業株式会社
IT部 調査役

鹿嶋 康由

Infosys Limited
Group Head, 

Human Resources

Krish Shanker

※同時通訳あり

環境変化に合わせて人事を
革新するための考えを学ぶ

多面的、深淵的に人と組織の
理解を深める

未来の環境変化が企業、人事、
人材に与える影響について
考察する

経営層やビジネスの視点から
人事を捉える

経 営 と 人 事

未 来 洞 察

人 と 組 織 の 理 解

人 事 革 新
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※セッションテーマ・内容は今後変更される場合がございます。あらかじめご了承ください。

人事プロフェッショナル
（将来のCHRO・人事リーダー）
の要件とその育成

ESG経営とこれからの
人事・人財開発、その視座
と役割

テクノロジーは
組織文化を
見える化できるか？

凸版印刷株式会社
人事労政本部
人財開発センター
センター長

巽 庸一朗

 エゴンゼンダー株式会社
パートナー

荒巻 健太郎

カゴメ株式会社
常務執行役員CHO

有沢 正人

経済産業省 産業人材政策室
上記３名以外の

本プロジェクトコンソーシアムメンバー

株式会社DAncing Einstein
Founder CEO &
Neuro-Inventor

青砥 瑞人

世界のグローバル人材
獲得・育成の今。

日本発グローバル企業
がいかに世界中から
優秀な人材を集め活用
していくか

世界では今、HR Tech
が企業の人事を
どう変えているか？

武田薬品工業株式会社
グローバルHR

人材開発・組織開発（日本）ヘッド

赤津 恵美子

既存の人事のあり方を変え、「働く」
を変えようとしているスタート
アップ企業が集結！
ベンチャーの本場シリコンバレー
で高評価を受けた企業も登場予定。
人事・人材開発の未来を占う斬新な
アイディアを発表し、人事のプロと
投資のプロで構成される審査チー
ムで審査、発表をおこないます。
最新HRテックから貴社の課題
解決の糸口が見つかるかも
しれません。

×

「西野朗氏はいかにしてサッカー日本
代表をワールドカップ決勝トーナメン
トに導いたのか」個性豊かな異能集団
である選手たちをまとめ、大きなプ
レッシャーのかかる難しい局面を乗り
越えて勝利に導いたリーダーシップ、
組織づくり、人材の活かし方について
考察・探求していきます。

「これからは人事の時代になる。」
デジタル時代だからこそ経営を差別化
するのは人だ。正解のない時代に意思
決定をし、創造性を発揮する人材を発
掘し、活用するために、人事に求められ
る役割・コンピテンシーとは何か。経営
に貢献する人事プロフェッショナルに
なるために、何を学びどう行動すべき
かを考察します。

ESG投資が世界的に注目を集め、企業
に対する評価においては、企業経営に
関わる非財務の重要性が高まっていま
す。機関投資家の投資行動が変わりつ
つある中で、人材や組織のマネジメン
トのあり方が問われています。
本セッションでは「企業の持続的成長
を牽引する人・組織のマネジメントと
は何か」、「人事・人財開発のこれからの
役割」について考察します。

人手不足や採用後の社風とのミスマッ
チなど、採用に悩みを抱える企業が増
えています。こうしたなか、「組織文化」
とは何か？その定義付けや見える化
に、組織心理学の科学的アプローチと
テクノロジーの技術的アプローチを活
用した研究開発が進んでいます。こう
した取組みの実践企業の事例を通じ、
組織文化を捉える理論と実践を学び
ます。

～事例企業～
株式会社ロジクエスト
総合企画本部 企画部 副部長

木戸善次郎

「なぜ日本企業は世界の優秀な人材を
採用できないのか？」この課題は、実は
給与の問題だけではありません。今世
界で起こっている人材争奪戦の状況と
日本企業が置かれている現状をグロー
バルエグゼクティブサーチ会社の視点
から考察します。

グローバル企業として目指す姿は、優
秀な人材が、バーチャルにつながり、ア
ジャイルに結果を出す会社。日本人に
こだわった採用や育成、優秀な外国人
を日本に連れてくるのはもう古い。優
秀な外部人材をグローバルに、内部人
材には最大限の能力発揮の場を提供す
る。一方、社外で活躍する道や機会があ
れば戻る道も開かれ、事業ニーズに合
わせて柔軟かつタイムリーに最適人材
を集める人材エコシステムの構築に向
けた取り組みをご紹介します。

人事の存在意義を問い直す大きな環境
変化の1つにデジタライゼーションに
伴うHR Techの隆盛があります。キッ
ザニア社はロシア進出の際にロボット
で18,000人を面接し3ヶ月で450名
を採用するなど、今や採用業務や労務
管理はHR Techに代替されようとし
ています。本セッションでは世界のHR 
Techトレンドと日本の人事の今後に
ついて考察します。

社員の能力開発を考えるうえで、人間
の感情、認知、記憶など脳神経科学の活
用に注目が集まっています。凸版印刷
では、これまでに社員一人ひとりの成
長支援のために脳神経科学を活用した
教育プログラムを開発してきました。
開発したプログラムの事例紹介ととも
に、開発を通じて明らかになった課題
や展望などについて考察します。

働き方改革や外国人労働者の受け入れ
拡大など、社会・経営課題として、人材
が大きくクローズアップされるように
なっています。人事部門にはそうした
社会や経営の動向に応じて、組織や人
材を変革し、事業成長に貢献する役割
が求められています。
日本能率協会はこうした認識を踏ま
え、経済産業省の支援の下、経営環境を
捉えながら、組織・人材・事業に価値を
提供できる人事プロフェッショナル
（将来のCHROおよびその候補）のスキ
ル、知識、能力を明らかにし、それらの
育成機会（キャリア支援トレーニング
やプロフェッショナル同士の交流の
場）を開発・整備することに取り組んで
います。
同プロジェクトでの議論やそこから導
き出された成果を本セッションで共有
いたします。

近未来の人事組織と人材で勝つ
チームマネジメント

～人事を変え、「働く」を変えよう～

脳神経科学の知見を
活用した人財開発

～一人ひとりの成長を
支援する取り組み～

ランチセッション ： 詳細はWebをご覧ください ⇒ https://kaika-conf.hrd-jma.com/lunch_session2019/

A3 B3 C3 D3 E3 F3経営と人事【経営者講演】 未来洞察【経営者講演】 人事革新 人事革新【経営者講演】 人事革新（グローバル） 未来洞察

人と組織の理解【特別講演】A4 B4 未来洞察【経営者講演】D4 人事革新（グローバル）E4未来洞察

「日本国内×人事」の視点を離れ、高齢
化や人口減少に直面する日本における
人事・人材開発の問題は何かを探りま
す。先進諸外国に比べて労働生産性の
低さが指摘される日本と高い労働生産
性を維持するドイツを経済学をはじ
め、様々な視点から比較し、課題と解決
策を考察します。

日独比較から考える
日本の生産性・働き方
問題の本質

ドイツ日本研究所
所長 ／

ミュンヘン大学
日本センター・経営学部

教授

Franz Waldenberger
　　※日本語での講演となります。

株式会社ウィルグループ
インキュベーション本部

マネージャ

森　 雅和

株式会社ミライセルフ
代表取締役社長

表　 孝憲

花王株式会社
常務執行役員 ／

株式会社カネボウ化粧品
代表取締役
取締役会議長

青木　寧

日本コーン・フェリー・
インターナショナル株式会社

代表取締役社長

妹尾 輝男

株式会社people first
代表取締役

八木 洋介
サッカー指導者

西野　  朗

株式会社サイバーエージェント
取締役人事本部長

曽山 哲人

KAIKA HR Tech
ピッチ

※別途、Webより申し込みが必要です。
　詳細は本パンフレット裏面をご覧ください。

２月22日（金）
16：00～18：15

参加
無料


